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　 4 ．強風ナ ウキャ ス ト手法の 開発 と検証

　　　　　　　　　 守屋　岳，増 田有俊，鈴木　靖 ，

　　　　　　　　　　　　 竹下　航 （日本気象協会）

　　　　 真木雅 之，前坂　 剛，岩波 　越，三 隅 良平 ，

　　　　 清水慎吾，加藤　敦，鈴木真
一

（防災科研 ）

　近年の 竜巻 な どに よ る強風災 害の 多発を受 けて ， 強

風 の 監視予測技術 の 開発が 求め られ て い る．今後 の 強

風監視予測 技術 を向上 さ せ

る た め に ，あ ら た に X バ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 葛o懸＄鰄 臨 o 暮：鷹｝麟 9耀 組 給 贍

ン ドレ ーダ ・ネ ッ トワ ーク

を活用 し た 強風 ナ ウ キ ャ ス

ト技術 を開発 し た ．

　防災科学技術研 究所 が 中

心 と な り，日本気 象協 会，

中央大 学，防 衛 大学 校 の

X バ ン ド 研 究 用 レ ーダ

ネ ッ ト ワ
ー

ク　（X −NET ，

第 5図参照 ）を 運用 し て い

る． こ の X −NET で は ，

複数台 の ド ッ プ ラ ー
レ
ーダ

か ら算出さ れ た 3 次元 の 風

分布や 強雨強度分布な ど，

時 間 的 ・空 聞 的 に 詳 細 な

データ を 得 る こ と が で き

る．

　 こ の X −NET に よ り 得

ら れ た 高度1000m に お け

る 5 分 毎 の 風速分布 を 用 い

て 強風 域 の移動 ベ ク トル を

算出 し ， 1時 間先 ま で の 外

挿 予測 を行 う シ ス テ ム を構

築 した ．

　 2008年 4 月18日 に東京周

辺 で 低気圧 な ら び に寒冷前

第 5 図 X −NET 配置図 （1コ」は レ
ー

ダの 観測

　　　 範囲を 示 す ），
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第 6 図 強風予測結果 （時刻 08 ：40，左 ：監視 右 ：予測）．
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第 7 図　強風予測結果 （時刻09 ：10，左 ：監視，右 ：予測）．
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線の通過 に伴 い
， 強風被害が多発 した ．こ の事例に つ

い て 強風予測結果 と被害状況 を比較 した ．当 Fle8H・＃10

分 を初期値 と し て，30分 後の 08時40分 に横浜 港 で 強風

に伴 う貨 物船事・故 が 発生 した （第 6図参 照）．強風 予

測 で は 横浜港付近 に 強風域を 予測 し て い る．続 い て 60

分後 の 09時 ユ0分 に は 羽田 で 4 月 と して は 記録 と な る 23

m ／s の 強風 を 観測 し た 〔第 7 図参照）．強風 予測 で は

羽 田付近 を中心 と した強風域 を予測 して い る ．こ の 予

測 と羽 口 の AMeDAS と の 時間変化 を 比較 す る と （第

8 図参照 ）， 風速の 変化傾向が
一

致 し て い る．

　 レ
ーダ ・ネ ッ トワ

ー
ク を 用 い る こ と に よ り，強風監

視な らび に強風予測 の可能

性 が 認 め られ た ．今後 検

証な ら び に検討 を重ね ， 強

風ナ ウキ ャ ス ト予測 と して

実用化に む け て行 き た い ．

　 5 ．局所ア ン サ ン ブ ル変

　　　換 カ ル マ ン フ ィ ル

　　　タ
ー （LETKF ）や

　　　メ ソ解析 をもち い た

　　　 日本域豪雨実験

　　瀬古　弘 ， 小司禎教 ，

　　斉藤和雄 （気象研究所 ）

　神戸の 都賀川 で 急激な増

水に よ っ て， 5人 も の尊 い

人命が奪わ れ た 2008年 7 月

28日 の 雷 雨 の 事 例 に つ い

て ，メ ソ 4 次元変 分法 や 局

所ア ン サ ン ブル 変換カ ル マ

ン フ ィ ル タ ーを 用 い て ，

GPS 可 降 水 量 を同化 し，

大雨 の 再現 を試 み た ．メ ソ

4次元変分法 を用 い た 同化

実験 で は ，国土 地 理 院 の

デ ータ の ほ か に ，中国 と韓

国の GPS データ を 同化 し

た．GPS 可 降 水 量 を通 常

の観測データ と
一

緒に 同化

す る と，中国地 方の 北側の

水蒸 気量 が よ り増加 し，そ

の 気塊が西風 で 供給 さ れ る

こ と に よ っ て ， 近畿地 方北

部 の 大雨 を再 現す る こ とが

3夸

25

　 欝

曾
籌 es

鑛
　 給
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で きた （Shoji　et　 al ．20〔〕9）．

　局 所 ア ン サ ン ブ ル 変換 カ ル マ ン フ ィ ル タ
ー

（Miyo ・

shi 　and 　Arananli　2006） を 用 い た 実験 で は ， 国 土 地理

院 の GPS デ
ー

タを同化 す る と，ア ン サ ン ブ ル 平均 の

降水域が よ り広が っ た ．得 られ た 解析値 を 用 い て ，格

子 間隔 を 5km ，1，6kln と 順 に 細 か くした ダウ ン ス

ケ ール 実験を行 う と，再現 さ れ た 時刻 は 早 い も の の ，

幾つ か の メ ン バ ーで ， 神戸付近 を東西 に の びる線状降

水帯 を 再現 す る こ とが で き た （第 9 図）．ま た ， ア ン

サ ン ブ ル 予報で 得られた降水量 の複数の 予報値 と供給

さ れ る気塊 の 相当温位や地上 風 な ど を対応さ せ る こ と

聯 照 に．お秒驫奚溝 鱸と強 鼠 少 ウキャ λ 卜畢 測 篠 の 地 鞍

　 　 挙灘赫期鋳鑞 雛 o、予灘谿蘭 藩 分毎蓬時鷺鏤潔 で

趣
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第 8 図　羽 田 地 点 で の 強風 予 測 （円が AMeDAS ，薄色 が 上 空 風 予 測，濃色 が 地

　　　 上風予測）．
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第 9図 　 （左 ） 2008年 7 月28「「／4時 の 気 象庁現 業 レ ーダ で 観 測 され た 降雨強 度 と，
　 　 　 　 （右 ） 1．6　km の ダ ウ ン ス ケール 実．験 で 再 現 さ れ た メ ン バ ーOOIに つ い

　　　　て ，初期 時 刻10時 か ら予 報 した 1．5峙 間 後 の IO分 間 降 水 最 を 時 間 降 水 量

　　　　に 換算 し た もの ．
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